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青木寛明さん00 日越~e議己主 (西岡)

平
成
四
年
五
月
三
十
日
、
「
公
益
の
た
め
の
多
額

の
寄
附
し
た
こ
と
」
に
対
し
、
青
木
寛
明
さ
ん
が

紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

「
現
在
、
高
齢
の
方
々
は
、
戦
前
、
戦
後
に
か

け
て
、
最
も
苦
労
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
方
々
の

た
め
、
勝
浦
町
の
老
人
福
祉
に
役
立
て
ば
と
思
い

寄
附
し
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
名
誉
を
賜
り
、

大
変
感
激
し
、
ま
た
喜
ん
で
お
り
ま
す
」
と
青
木

さ
ん
は
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
オ
卜
プ
ン
し

た
特
別
養
護
老
人
ホ 
l
ム
「
喜
楽
宛 -

」
は
す
で
に

満
床
と
な
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
オ
レ

ン
ジ
荘
」
の
利
用
度
も
高
く
、
老
人
の
方
に
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
受
章
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
ご
寄
附
に
対
し
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

4
青
木
賞
明
さ
ん

、'‘ 

• 
ウ が頃 す勝徳

当ンまらかこ 。浦島勝
目ドた「らの 町市浦
はの 、必 二 猛 消の町
、 整 他 ず �  1暑 防吉消

選備の優 三 の 団野防
手用団勝時中 第川団
の具員 を 問 、 四グに
雄 前も�  / の第 分ラと
姿草、」練四 団ウ つ

を備最と習分 玄ン
せ等 高意 に団 品ド四� 

3撃Z5号2EZl
こ

覧選態ん組場 拙い ー

く手ででみ選 仰て度
だた市車い、手 原聞の
さち習ま汗は 俊催県

第
同
回
徳
島
県
消
防
操
法
競
技
大
会

-
日
時

八
月
二
日
同
午
前
十
時
(
競
技
開
始
)

・
場
所	

徳
島
市
民
吉
野
川
運
動
広
場

(
旧
吉
野
川
橋
附
近
右
岸
)

出
場
選
手
紹
介 

いをですと 、 蔵さ、山
。支き ・泥 連�  Ehb0

える に日 がこ操
てよ ま午 出の法
いう み後 場大大
まグ れ七 し会会

-=久一工 、~

一一一一� 
IよI
すラ な 時 まにが�  A 第4分団出場選手

。
団

員

班.� 

長

iiilJ 
分
団
長

イシ 。
団

員

分

団

長

階

級

。 。 イン

補
欠
員

一
番
員

番
員

一
番
員

指� 
揮
者

tlJ. 

任

溝� 

内

=Ekコ

田

寒

山

立� 

岩

'日口一

口

倉� 

滞員� 

j青 柿

*原
氏

秀

明

丈

一

博� 

之

'e 

夫

豊

嗣

幸

宏

千
可
コ'tt与、

イ変

戴
名
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中
山
地
区
集
会
所

落

成
月 
5
日
佃


落
成
式


中
山
地
区
民
が
待
ち
望

ん
で
い
た
中
山
地
区
集
会

所
が
こ
の
程
完
成
し
、
七

マ 

老
人

月
五
日
目、

町
内
各
関
係

者
並
び
に
多
く
の
中
山
地

区
民
の
出
席
の
も
と、

落

成
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

A

中
山
地
区
集
会
所
の
概
要 

徳
島
県 

南
部
ブ
ロ
ッ
ク

P
T
A

勝
浦
町
で
開
催

-
開
催
日

・

場

所 

各
勝
浦
郡
大
会
で
選
出
さ
れ
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
代

表
チ
ー
ム
が
徳
島
県
南
部
ブ
ロ

ッ
ク

大
会
に
出
場
し
ま
す
が
、
今
年
は
、

こ
の
大
会
が
勝
浦
町
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
も
あ

っ
て
、
ニ
チ
ー
ム
づ

っ
出

場
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
勝
中
チ 

ム
と
横
小
チ 

ム
の

出
場
が
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
は
、
八
月
二
日
の
郡
大
会

で
選
出
さ
れ
ま
す
。

l

l

熱
き
戦
い
を
期
待
し
ま
す
。 

勝
浦
郡

-
日
時

同
月

Q
U

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日

問

n
4

H
M

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

・
場
所

高
鉾
中
学
校

勝
浦
郡
内
の
各
小

・
中
学
校
か
ら

各

一
チ 

ム
が
出
場
し
、
南
部
大
会

出
場
を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
す
。

各
チ 

ム
共
熱
心
に
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
勝
浦
町
チ

ー
ム
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

中
山
地
区
集
会
所
と
同
時
期

に
完
成
し
た

l l

「中
山
平
・
三
月
回
線
」

中
山
地
区
の
人
々
の
声

「
立
派
な
集
会
所
が
で
き
、
老
人
会

-
構鉄

骨
平
屋
建
和
風
ス
レ

で
の
寄
合
い
が
心
待
ち
に
な
り
ま
す
」

婦
人
会
の 

さ
ん

「
調
理
室
も
使
い
便
利
が
良
さ
そ
う

で
、
い
ろ
ん
な
行
事
も
楽
し
く
な
り

ま
す
」

小
学
生l
C
君

「
子
供
会
で
の
行
事
が
早
く
来
れ
ば

T

A
V
D

V V

B

い
い
な 

、
で
も
新
し
い
家
だ
か
ら

汚
さ
な
い
よ
う
、
大
事
に
使
い
た
い

と
思
い
ま
す
」

さ
ん


「
勝
浦
町
の
人
口
が
減

っ
て
い
る
よ


う
に
中
山
地
区
も
同
様
で
す
。
地
区P
 

の
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
 

活
動
等
、

い
ろ
ん
な
方
面
で
役

立
つ
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
」 

、とと� 

1旦

ー
ト
萱

一
一
五
一
九
三

-
収
容
人
員

大
会
議
室

小
会
議
室

七
七
人

一
五
人 • 


•

P
T
A

1'¥

フ レ
ト I
オミオt 
I I 

面• 

積

2m
 

、ノ� 

)1; )1; 

大
.，0. 
;ZJ; 

8
月
お
日
同

勝

浦

中

学

校

生
比
奈
小
学
校
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• • • 

各
常
任
委
員
会


決
ま
る


業

課長
設

課

就任あL
務鐙滋務慰謝

こ
の
た
び
六
月
定
例
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
前
議
長
河

野
チ
ヅ
氏
、
前
副
議
長
蔀
源
一
氏
の
後
を
受
け
、
は
か
ら

ず
も
不
肖
私
共
が
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
勝
浦
町
は
住
ん
で
よ
く
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
。
つ
く

り
と
過
疎
脱
却
に
向
け
、
新
し
い
ま
ち
守
つ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

懸
案
事
項
と
し
て
は
、
交
通
体
系
の
整
備
、
生
活
環
境

の
整
備
、
共
に
生
き
る
地
域
社
会
の
構
築
、
活
力
あ
る
地

場
産
業
の
振
興
な
ど
重
要
案
件
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

も
と
よ
り
私
共
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
懸

案
事
項
の
解
決
と
円
満
な
る
議
会
運
営
並
び
に
勝
浦
町
の

発
展
、
町
民
福
祉
の
向
上
に
専
心
努
力
を
し
、
重
責
を
全

う
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
皆
さ
ま
方
の
一
層
の
ご
指

導
、
ご
べ
ん
た
つ
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

・勝
浦
町
議
会
議
長

若

木

肇

勝
浦
町
議
会
副
議
長

井
出
幸
夫

勝浦町機会隊長

若 木 肇

勝浦町蛾会11111長

井出幸夫

J書:


町
職
員

人
事
異
動

係 国 技 技 技 建 係 産� 

千巾
巾μ

向ロ� 

取に特�  @ .Q.... Q .... Q ....'"り常
扱 つ 別 六 向 井末西 産 若宮滝 厚 折神白 総� O決任六
うい委月 和 出 広浜 業 木本口 生 部原本 務 委ま委月
こて員議 対 正 建 常 健 常 員 り 員 の
とは会会 策 幸太勝 設 政良 任 一 美 任 長ま会定
に 、をに 特 夫郎己 常 肇明一 委 郎忍芳 委 しの例

@ な各廃お 別
り所止ぃ 委
ま管して 員� O 員� o 0 委 がに
しの、 、会 中蔀山 会 河山 川 宮員 、お

貧� 

一� た委所同 を 西田 野本 日本長次いyl司長 。員管 和 廃 のて〉

会事対 止 晴� j原昌 チ貞 幸久 と
で務策美一男 ヅ雄 一 治 お各�  

. . ・・ ・(職

課 企 係 環 係 住 主主係 税 書主主主課 総 員次

長国� z言 事 禁 需務話交?

佐 発 長 生 長 祉 補 事 長 険 記事事事佐は事お
課謀課 ( 課 課 旧異り

教 任動
Iコ 中育大宮 岩 ( 野 ( 松 ( 山秋でが七

委 (税企企 すあ月
新 j頼員西(浦 新国務上回本画田(本 。り一
規会 同 規保開開閉 ま日
採弘主博主富 採佐険武発重発 係恵 し付
用事 事 用智課課課長美 たけ
)晴)己)雄 )子)典)幸)徹)子。で

務型l

中 )
中お )
し見
よ舞� 
tt"'"通

議町�  
員� O た委議
会 副 。員 会

体

室
長 '

i

員
会

任
委

主

事

補

-
同
和
対
策
課

係

長

-
勝
浦
会
館

次

長

岡
門
知
刊
�
 町

南
也
市
帽
肺

H

樽
岬
混
同
姐
聞
ル
位
嘗
�
 
問

mmU

-
議
会
事
務
局

次

長

!/I問 委q•
五

月暴
長 1k昌

添

美

津

子

(同
主
事
)

。� 

(同
和
教
育
課
長
補
佐
)

長

前

田

泰

子

係

月事勝
i議

ま� 
町、寸
議〉荷
ノZと、L ¥ 

山

口

和

紀

宣

(
産
業
課
係
長
)

尾

原

美

恵

子

主

事

補

-
勝
浦
病
院

書

記

(
教
育
委
員
会
次
長
)
 

大 戸

川

茂

一
�
 

(環
境
衛
生
課
係
長
)

豊

岡

和

久

(
同
和
対
策
課
技
師
)
 

e

(建
設
課

・
兼
務
)

上

誉

司

大!
戸

」

ふ

'
1

U

いH
℃出

円

手 手

ll J
 

t

f

z

f

ι

(
新
規
採
用
)

(
新
規
採
用
)

司f繍 ぞミ

務伎 会

松

下

義

和

(国
体
準
備
室
主
事
)

松

本

博

文

(
建
設
課
技
師
補
)

玉

置

守

(
建
設
課
係
長
)

坂

部

幸

子

(
勝
浦
病
院
)

岡

恵

子

(
同
係
長
)

島

恵

次

�

 

(同
和
対
策
課
主
事
)

蔀

和

夫

(
総
務
課
主
事
補
)

橋

本

美

住

子

(新
規
採
用
)
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次のとおり職員採用試験を実施しますので、希望

の方は、申し込み用紙を町役場総務課ヘ請求の上、提

出してください。(試験案内は総務課で 8月 1日から

交付します)

採 用
申し込み受付期間試験区分 受 験 資 格 試験地試 験 日

予定人員

初 昭和42年 4月 2日から
平成 4年 8月 1日から般

若干人昭和50年 4月 1日まで
事 平成 4年 8月20日まで

に生まれた方務 級 の執務日の午前 8時30

分から午後 5時，土曜
平成 4年 9月20日昭和40年 4月 2日から 徳島県立徳島

日は正午まで。(第 2土
若干人昭和48年 4月 1日まで母

曜日除く)(日曜日) 農業高等学校
に生まれた方

郵便による申し込み

は 8月20日までの消
昭和33年 4月 2日から

印のあるものに限り受
若干人労務職 昭和50年 4月 1日まで

け{寸けします。
に生まれた方

イ呆

まず.チェック
忘れてないか 自賠責

今年も無保険(無共済)バイク対策協議会 (総

務庁、警察庁、大蔵省、農林水産省、運輸省等 )

では、 9月 1日から 9月30日まで「無保険(無共

済〉バイクをなくそうキャンぺ-ン」を行います。 

250cc以下のバイクには車検制度がないこと

もあって、自賠貫保険 (共済)の継続契約をつ

い忘れがちです。小さなバイクだからといって

「j由断は禁物」、バイクの起こす人身事故も軽視

は出来ません。無保険 (無共済〉で死傷事故で

も起こしたら、それこそ大変です。

また、バイクにも自賠童保険(共済)への加入

が法律で義務づけられており 、無保険(無共済)

で走ると、 6ヶ月以下の懲役、または 5万円以下

の罰金、さらに違反点数 6点となり 、免許停止

処分となります。

もし、契約切れになっていたら、最寄りの損

害保険会社、代理屈(バイク 自転車巴、コンビ

二工ンスストア等〉農協へいきましょう。

住宅金融公庫

平成  4年度個人向け融資

~第 2回は 7月20日(日)より受付開始~ 

1.受付期間

①マイホーム新築 7月20日(月)より 9月11日幽まで

②建売住宅購入 9月30日(樹まで(継続受付中)

③中古住宅購入・リフォーム

平成 5年 3月19日(釘まで(継続受付中) 

2 .融資額

①マイホーム新築 ・建売住宅購入 ・中古住宅購入

新築 ・購入する住宅の条件等により異なります。

②リフォーム:最高510万円(工事費の 8割以内)

(それぞれに特別加算額もあります) 

3 .金利(年)

①マイホーム新築・建売住宅購入 :4 . 9%~5.6%

②中古住宅購入 ・リフォーム :5.25%~5 . 6% 

③特別加算額 :5.7% 

4.そ の 他

詳しくは住宅金融公庫四国支庖(宮0878-25-0511)

または住宅金融公庫業務取扱屈までお問い合わせく

ださい。
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雅

雄

昌
向
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そ
れ
と
、
マ
ナ 

の
悪
い
運
転
手

l

-
そ
の
他

そ

~ 

横
瀬
駐
在
所

今
回
は
、
沼
江
不
動
前

か
ら
立
江
町
、
羽
ノ
浦
町

方
面
へ
続
い
て
い
る
県
道

「
勝
浦
・
羽
ノ
浦
線
」
の

事
故
に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
し
ま
す
。

こ
の
道
路
は
、
ご
存
知

の
よ
う
に
道
路
の
幅
が
挟

く
、
カ
ー
ブ
が
多
い
う
え

に
、
多
く
の
民
家
が
道
路
の

す
ぐ
近
く
に
建
て
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
わ
き
見

運
転
や
速
度
超
過
に
よ
る

車
と
車
の
衝
突
事
故
、
車

を
民
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

当
て
る
自
損
事
故
が
多
発

し
、
一
年
間
で
数
十
件
の
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

つ
い
最
近
も
、
こ
の
県

道
の
一
番
狭
い
所
で
、
速

度
超
過
の
う
え
わ
き
見
を

し
で
運
転
し
て
い
た
女
性

の
軽
自
動
車
が
、
停
止
し

て
い
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

正
面
衝
突
し
て
軽
自
動
車

が
大
破
す
る
と
い
う
事
故

が
起
き
ま
し
た
。

事
故
に
つ
い
て
は
、
こ
の
女
性
の

過
失
が
大
き
い
の
で
誉
め
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
一
つ
だ
け
感
心
だ
っ
た
の
は

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
た
こ

と
で
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
女
の
人

は
全
く
怪
我
を
し
な
い
で
済
ん
で
い

l

ま
す
。
も
し
、
こ
の
人
が
シ 

ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
て
い
な
け
れ
ば
大
怪
我

i

を
し
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

l

私
た
ち
警
察
官
は
実
際
に
事
故
現

l

場
へ
行
っ
て
、
シ 

ト
ベ
ル
ト
の
お
か

l

げ
で
助
か
っ
た
例
を
数
多
く
見
て
い

る
の
で
、
シ 

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
の
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す

の
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
等
着
用
の
取

締
り
を
す
る
わ
け
で
す
。

こ
の
道
路
で
の
交
通
事
故
を
な
く


す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、


-
わ
き
見
運
転
を
し
な
い
こ
と


-
決
め
ら
れ
た
速
度
を
守
る
こ
と


-
見
通
し
の
悪
い
カ 

ブ
の
手
前
で


は
減
速
し
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

よ
く
見
て
安
全
を
確
認
す
る
こ
と

・
シ 

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と

で
す
の
で
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

が
、
道
路
脇
に
あ
る
民
家
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
に
ぶ
つ
け
て
、
そ
の
ま
ま
逃
げ

小
松
島
警
察
署
電
話 

八
八
五

て
い
く
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

特
に 

さ
ん
の
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
は
、
何
度
も
当
て
逃
げ
さ
れ
る
の

で
、
修
理
の
仕
様
が
無
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

飲
酒
運
転
等
で
届
け
出
ら
れ
な
い

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
人
間
と
し

て
最
低
で
す
。
他
人
の
物
を
壊
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
謝
る
の
が
当
然

で
す
。
今
後
、
特
に
悪
質
な
運
転
手

に
つ
い
て
は
当
て
逃
げ
運
転
で
検
挙

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

U

O

警
察
署
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

一
二
|
三
|
二
四
四

本
県
普
察
官
の
平
成
四
年
度
採
用

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
(
高
卒
程
度
)
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

-
採
用
予
定
人
員

八
名
程
度

-
受
験
申
込
み
期
間

八
月
十
七
日

聞
か
ら
九
月
十
六
日
同
ま
で
。

-
第
一
次
試
験
日

十
月
十
八
日
間

-
受
験
資
格

昭
和
四
十
年
四
月
二


日
か
ら
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
ま


で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
五
年


七
月
四
日
で
、
勝
浦
町
内
で
の
死
亡

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
す
る

日
を
達
成

見
込
み
の
方
。

-
身
体
基
準

O
O

ガ
ス
漏
れ
防
止
器
具
の

ガ
ス
は
簡
単
な
家
庭
用
燃

L
-
P

料
と
し
て
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
ガ

ス
の
元
栓
の
閉
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
こ
う
し
た
ガ
ス
漏

れ
を
未
然
に
防
ぐ
器
具
(
マ
イ
コ
ン

メ
ー
タ
ー
)
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ガ
ス
漏
れ
防
止
器
具
の
設

置
に
ご
協
力
く
、
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ガ
ス
器
具
眼
札
扱
い

業
者
に
お
問
日
ム
ロ
わ
也
ぐ
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
の

事
故

0
(
ゼ
ロ
)
五

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

身
長
一
六 

叩
以
上
。

O

交
通
安
全
協
会
の
役
員
の
方
々
や

体
重
四
七
回
以
上
。
胸
囲
七
八
叩

以
上
。
視
力
両
眼
と
も
裸
眼
視
力

0
・
六
以
上
、
又
は
、
両
眼
と
裸

眼
視
力

0
・
一
以
上
で
矯
正
視
力

以
上
。
色
覚
正
常
。

O

関
係
諸
機
関
の
方
々
の
ご
協
力
に
対

し
て
、
心
か
ら
お
札
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
一
日
で
も
長
く
記
録

を
伸
ば
せ
る
よ
う
す
べ
て
の
ド
ラ
イ
バ

一
・ 

ー
の
方
に
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

圏
じ


時宣� 

f主

交通事故

相談日

日時

8月25日同

午前� 9時~午後� 4時

場所

小松島中央会館

相談員

田上隼庸

※お気軽にご相談ください。� 

受
験
申
込
書
は
小
松
島

番
ま
で

O

お
問

h

設
置
を
グ

宅
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交
通
指
導
員
パ
ト
ン
タ
ッ
チ
・

.
・
ご
苦
労
さ
ま
さ
し
定

旧
交
通
指
導
員

日

下

増

J

・
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
が
交
通

安
全
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た

正

¥
下、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、� 
¥、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

、、、、、、

江

運転免許証の更新手続きは

口m
J
 

同
月
同
�
 

不用犬の
買い上げ日

n M
 

交
通
指
導
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
、
子
供
た
ち
の
、
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
う
元
気
な
声
。
元
気
な
姿
が
、

心
に
刻
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

二
年
間
と
い
う
日
々
を
、
事
故
も

な
く
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝

を
し
て
お
り
ま
す
。
良
い
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
交
通
安
全

に
目
を
配
り
、
子
供
た
ち
を
見
守
っ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
�
 

こ
と
、
又
、
運
転
を
さ
れ
て
い
る
人

の
思
い
や
り
の
心
、
譲
り
合
う
気
持

ち
が
見
受
け
ら
れ
て
、
と
て
も
嬉
し

く
な
っ
た
り
、
そ
れ
に
答
え
る
か
の

。徳島東 ・徳島西・小松島警察署管内


に住居のある方は，


運転免許センターでは
 

|土曜日が休み|となります

受付時間はこれまでと同じく

午前� 8時30分から� 9時30分 ・午後� l時00分から� 2時00分

の� 2回です。

日曜日は混雑が予想されますので， できるだけ平常日 に

手続きをしてください。

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
~、

子
供
た
ち
の
安
全
を
よ
ろ
し
く
rp

m

u
J
Y
H
h
 

*地方税関係� 

981 個人住民税のあらまし� 

ミ

石

狩
〉

タックスアンサーの回答内容に
地方税関係等のコードが

加わりました

電話による税務相談にコンピュータが答

えるタックスアンサーの回答内容に，地方

税・非居住者及び不服申し立て手続き等，

次の新しいコードが加わりました。

982 法人住民税のあらまし� 

983 個人事業税のあらまし� 

984 法人事業税のあらまし� 

985 固定資産税・都市計画税のあらまし� 

986 不動産取得税のあらまし� 

987 特別地方消費税のあらまし� 

988 自動車取得税のあらまし

*非居住者関係� 

321 非居住者に対する課税の仕組み� 

322 居住者と非居住者の区分� 

323 圏内源泉所得の範囲� 

324 恒久的施設(ピー ・イー)� 

325 源泉徴収義務者・源泉徴収の税率� 

326 租税条約による課税の特例

新
交
通
指
導
員

丑

若

交
通
量
の
多
い
朝
の
う
ち
は
子
供

ち
に
事
故
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�
 

こ
の
た
び
、
私
が
交
通
指
導
員
と

し
て
七
月

一
日
か
ら
横
瀬
小
学
校
前

で
児
童
の
交
通
安
全
の
た
め
交
通
指

導
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

-く』『'
ユμ
/

〆
A
h

，
、』
ト
セ

・
 

幼女し町

実不服手続関係� Q
u
a
u

966 税務署等の処分に不服があるとき

の不服申立て手続

967 「不服申立て」ができる場合， でき� 

ない場合

同
州
側

ロ5
'

H
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ゴ
ミ
焼
却
場

起
工
式挙

行

七
月
十
一
日
、
勝
浦
町
ゴ
ミ
焼
却
施
設
建
設

工
事
の
起
工
式
が
建
設
予
定
地
の
棚
野
立
川
で

徳
島
県
知
事
を
は
じ
め
、
立
川
地
区
住
民
・
周

辺
関
係
者
等
多
数
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
焼
却
施
設
は
総
工
費
七
億
壱
千
五
百
万

円
を
投
じ
、
機
械
化
パ
ッ
チ
方
式
で

一
日
の
処

理
能
力
は
九
ト
ン

一
炉
の
施
設
で
あ
り
、
排
ガ

ス
処
理
施
設
の
完
備
は
も
と
よ
り
使
用
排
水
は
、

他
に
放
流
し
な
い
等
公
害
防
止
に
万
全
を
期
し

た
最
新
式
の
焼
却
施
設
で
す
。

平
成
五
年
六
月
完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
減
量
化
・

分
別
に
つ
い
て

-
ゴ
ミ
の
減
量
化

ド
ラ
ム
缶
・
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
等

、を
利
用
し
て
、
家
庭
か
ら
で
る
ゴ
ミ

の
減
量
化
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
増
え
続
け
る
ゴ
ミ

の
量
を
少
な
く
す
る
た
め
に
も
一
人

ひ
と
り
の
心
掛
け
に
よ

っ
て
、
資
源

化
を
図

っ
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
ミ
缶
回
収

に
つ
い
て

ゴ
ミ
の
減
量
化

・
資
源
化
に
つ
い

で
、
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
勝
浦
生
活
学
校
・

マ
ド
ン
ナ
生
活
学
校
の
皆
様
に
よ
る 

か捨
て
る
ご
み

アルミ缶回収場所

平 成  4年 8月24日(月 )
士自 区 回収場所

坂 本 勝浦郡農協坂本出張所

与川内 。 与川内出張所

横 瀬 勝浦郡農協勝浦支所

中 山 消防詰所横

棚 里子 河)11敷ゲートボール横

久 国 役場庁舎裏

生 名 生名集会所(東林庵)

星 Ihコ 星谷犠北詰ゴミフ ェンス横

黒 岩 中央橋北詰ゲートボーJレ機フェンス

メ~ 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

沼江 ・石原 石原ゴミフェンス横

掛谷・山西 勝浦郡農協生比奈支所

中 角 農村婦人の家

生
か
せ
ば
資
源 
u

-
ゴ
ミ
の
分
別
化

ゴ
ミ
質
に
よ
り
、
町
の
指
定
し
た

袋
に
分
類
し
て
い
た
、
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ

一
部
の
人
の
中
で
燃
え

る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
混
合
し

て
出
し
て
い
る
方
が
み
う
け
ら
れ
ま

す
。
特
に
あ
き
缶
(
鉄
ク
ズ
)
・あ
き

瓶
・
カ
ラ
ツ
等
必
ず
分
類
し
て
く
だ

さ
い
。
又
ス
プ
レ
ー
缶
は
爆
発
す
る

恐
れ
が
あ
り
、
危
険
が
伴
い
ま
す
の

で
穴
を
あ
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
回
収
す
る
朝
の
九
時
ま
で

に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
氏
名
を
記
入

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
ふ
今
回
ア
ル
ミ
缶
を
出
さ
れ

な
い
方
は
、
各
家
庭
で
保
管
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
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|与川内 | 

三渓バイパスにサルビア

の苗を定植しでいる老人会

の皆さん， ドライパーの目

をなごませてくれでありが

とう。

|横瀬  |

地域活性化に向け商庖街

の側溝を清掃しでいる横瀬

地区の皆さん，蚊やハ工が

発生しなくなり，住みよ く

なりました。

|星谷  | 

48国体を目指して，町道

添に花壇づくりに余念がな

い皇谷地区の皆さん，早〈

花が咲く ιいいですネ。 

A アートクラブ美風会副会長 森清保秀氏  

お
り
が
と
る

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
・
・

i

ー
ー
福
祉
の
た
め
に
寄
附
||

f

ト
ラ

ッ
ク
運
転
関
係
者
で
集
う

ア

l
ト
ク
ラ
ブ
美
風
会

(会
長
関

口
浩
正

・
会
員
二
十
二
名
)
が
七

月
二
十
六
日
本
町
を
訪
れ、

A
7
山

の
川
原
で
家
族
連
で
親
睦
を
か
ね

た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

美
風
会
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
開

催
町
村
に
お
札
を
し
て
、
福
祉
向

ィ
ー
を
続
け
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
八
日
、
副
会
長
の
森

清
保
秀
さ
ん

(鷲
敷
町
在
住
)
が
、

町
住
民
福
祉
課
に

「福
祉
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
二
万
八
千

九
百
円
を
寄
附
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

環境美伐に一汗  
全町一斉清掃日

8月 2日(日)

戸に 人は必ず参加し

て、区長さんや保健部長さ

んの指示に従い、各地区の

実情に応じた取りくみをし

ましょう。 

清掃センター
休業について 

清掃センターはお盆のた

め¥8月14日 15日 16日の 

3日間休ませていただきま

す。フェンスにゴミをださ

ないようご協力ください。 
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職
員


徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校


一
、
募
集
職
種

事
務
職

二
、
応
募
資
格

え
る
方
。

三
、
採
用
人
員

若
干
名

目
、
採
用
予
定
日

平
成
四
年
十
月

一
日

五

、

応

募

勝
浦
町
在
住
、
高
等
学
校
卒

業
ま
た
は
同
等
以
上
、
四
十

五
歳
未
満
で
ワ
ー
プ
ロ
が
使

〈提
出
書
類
〉

履
歴
書
、
健
康
診
断
書
、

所
有
資
格
免
許
等
の
写。

六
、
選

考
日
時
平
成
四
年
八
月
二
十

五
日

ω
午
前
九
時 

七
、
応
募
書
類
提
出
先

及
び
問
い
合
わ
せ
先

干
七
七

一 1
四
三

勝
浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田

三
番
地 

(勝
浦
町
住
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
内 
)

側
ク
リ
エ
イ
卜
勝
浦
・
徳
島

医
療
福
祉
専
門
学
校
準
備
事

務
局

O

'刀 

内 土易
容 所

面ワ ン 勝
h
h接 l タ浦
JTプ |阿 

電
話
二 

四
八

一 

ロ住
実 民
技福
及 祉
び セ

l

平
成
四
年
八
月
二
十
日
附
ま

で
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
。

集

スプリントの製作' 

図木目 
11白山成 予巴h

フE 

10 

MUS04
テキストボックス
徳島医療福祉専門学校　職員募集

MUS04
テキストボックス
完成予想図



徳島医療福櫨専門学校

開校について� Q&A 
Q 1 徳島医療福祉専門学校はどの

ような学校ですか?

囚� 21世紀の高度な医療福祉をめざして， 医

療技術者を養成する� 3年制の専門学校です。

勝浦町と徳島県医師会等が公私協力方式に

よって設立する ものです。� 

Q2  どんな学科がありますか?

困 理学療法学科 (定員 40)と作業療法学科

(定員40) の二学科があります。

理学療法学科で養成される理学療法士� 

(PT Physical Therapist) は，運動や

電気などの物理的知識技能を習得し， 国家

資格を得て，身体に障害のある人に医学的

リハビリテー ション を行う医療技術者です。

作業療法学科で養成される作業療法士� 

(OT Occupational Therapist) は，手

芸工作などの作業活動や機能回復の知識技

能を習得し， 国家資格を得て，身体または

精神に障害のある人に医学的リハビリテー

ションを行う医療技術者です。� 

Q3 入学試験はどのように行われますか?

囚 推薦入試と一般入試があります。

推薦入試は，平成� 5年� 2月上旬の予定で

す。英語� Iと小論文及び面接を行う予定で

す。受験資格は，平成� 5年� 3月高等学校卒

業見込みの方です。

一般入試は，平成� 5年� 2月下旬の予定で

す。国語� 1(古文，漢文を除く)， 理科� I

(物理，化学，生物のうち 1分野を選択)， 

英語 1. n及び面接を行う予定です。受験

資格は，平成� 5年� 3月高等学校卒業見込み

及び高等学校卒業以上の方です。� 

Q4  学費はどれくらいですか?

困 初年次入学金(40)，授業料(50)，実験実

習費(20)，施設充実費� (30)，合わせて年額� 

140万円， 推薦は別に協力金� (20)の予定で

す。

前後期分納もできます。� 

Q5  学生寮はありますか?

囚 学校・商庖街近くの便利・快適環境地に

学校指定寮が建設されます。個室，� (洋間� 6

畳，パス， トイレ，流し付)。月額� 3.5万円。

初年次60室の予定です。� 

Q6  就職の見通しはどうですか?

囚 求人が何倍もあり ，就職は� 100%保障でき

ます。就職先は，社会福祉関連施設，病院，

老健施設，養護施設，保健所，医療技術者

養成施設等です。� 

Q7  開校はいつですか?

囚 平成� 5年� 4月開校の予定です。

徳島医療福祉専門学校 入試事務局

〒771-43 徳島県勝浦郡勝浦町大字久国字久保田3番地

勝浦町住民福祉センター内

宮� (08854) 2 -4810刊

宮� (08854) 2 -2511 内線75 

FAX  (08854) 2ー� 3028 
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昆虫標本教室  

8月 23日(日) 
14 : 00 --17 : 00 

-図書室 -

小松島平井雅男先生

昆虫の名前がわかるよ |

高山智津子

講演会

演題 「読み聞かせで育つもの」

植物標本教室

絵画教室  
8月 9日(日) 9:00--15 : 00 
-福祉センター 3階一

指導 勝美会(新居晋)メンバー

宿題にも役立つよ!

マンガ教室 
8月 6日同 
14: 00--16: 00 
-視聴覚室ー

松下義和 ・関東誉司

筆記用具持参

してね9月 6日(日) 

14: 00--15: 30 

-福祉センター 2階一 8 月 23日(日~~二 合同写真展

高山智津子氏紹介

読書運動家

著書「子どもの内に潜むもの」

「もの心つくまでに」

「この本に夢中」

一図書室-

山11町真鍋査資先生

衿力、らない名前を教

えでくれるよ Y

中村氏，藤野氏山平氏敏鎌氏 

8月2料開日)撃事
一視聴覚室L ，務シ 

映画会  (ドン松五郎の大冒険) 

8月19日同 14:00--16:00 -視聴覚室-

去る六月二十日第二回運営委員会を開催。今年

度は 「町内のすべての人々に親しまれる催しを」

という主旨にもとづいて I図書館祭り」と命名，

前半と後半の二期に分けて催し物を計画致しまし

た。

前半は (八月中 ・下旬)小学生の夏期休暇を利

用して，夏休み宿題の手助けをと考えて，絵画教

室，標本教室を設定。それぞれ講師によ って充実

したご指導を頂けることと期待しています。

“ふるってご参加ください"

後半は，勝浦町内寺宝展を中心に美術展 (十月

下旬)間芸展，書道展，盆栽展，簸，紙粘土，ち

ぎり絵，生花展，お茶席，俳句，短歌，川柳，小

中学校生徒書道絵画作品展 (十月)を計画してい

ますので多数の方のご参加お待しております。

12 

MUS04
テキストボックス
図書館祭り迫る

MUS04
テキストボックス
昆虫標本教室　　　　絵画教室

MUS04
テキストボックス
高山智津子講演会　　植物標本教室　　マンガ教室　　合同写真展



山蔀鈴寺渡田  AT
口江尾中

ビ
デ
オ
寄
贈
�
 

回
冒
回
開
目
。

ω


毎

月

末

日

毎
週
月
曜
日

N

史
跡
探
訪

そ
の
�
 2

紅
色
の
優
雅
な
大
理
石
で
、
現
在
国

会
議
事
堂
に
も
使
わ
れ
て
い
て
、
戦

前
は
約
十
仰
角
に
切
り
出
荷
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
旧
古
世
代
(
三
億
五

千
万
年
)
前
に
発
見
さ
れ
、
学
習
上
貴

重
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
更
に
奥

に
進
み
、
八
間
の
上
立
川
谷
西
側
の

立
川
旧
道
の
岸
で
水
晶
の
で
る
所

を
通
り
、
八
聞
の
取
水
ダ
ム
を
見
学
、

更
に
ゴ
ミ
焼
却
場
ヘ
。
現
在
の
焼
却

場
か
ら
奥
へ
一
、

二
回
進
ん
だ
と
こ

ろ
に
新
焼
却
場
(
面
積
二
、
五
四
六

ぱ
)
の
埋
め
立
地
が
で
き
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
分
教
場
跡
な
ど
昔
を
し

の
び
、
な
つ
か
し
み
な
が
ら
、
美
し

く
緑
し
た
た
る
山
々
、
美
林
、
名
勝

天
然
記
念
物
な
ど
を
見
学
し
、
勝
浦

町
の
読
書
会
の
皆
様
と
ご
一
諸
に
楽

し
い

一
日
を
過
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
終
り
に
な
り
ま
し
た

が
、
ご
案
内
く
だ
さ
い
ま
し
た
蔀
長

吉
様
に
対
し
、
一
同
心
か
ら
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
待
た
せ
し
ま
し
た

は
じ
ま
る

-
期
間

五
日
間

・
枚
数

二
枚
ま
で

ァ
ビ
デ
オ
も
続
々
入
荷
。

-
児
童
用


ミ
ッ
キ
ー
が
好
き


が
ん
ば
れ
ド
ナ
ル
ド


サ
ン
ダ
�
 パ

ド


フ
ラ
ン
ダ
�
 ス
の
犬


・
一
般
用


帰
ら
ざ
る
河


ダ
イ
ハ
�
 
ド


お
し
ゃ
れ
泥
棒


ル

ー

ツ

他


女
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

4
日

お

日

食

休

館

日

3
日

刊

日

口

日

但

目

白

日

l l

l


l


他 

u

美

馬

正

様

・
敏
鎌

津
口
俊
夫
様
・
豊
岡

宮

本

豊

久

様

徳
島
税
務
署
他
三
団
体

P

謙
次
様

芳
之
様
�
 

読
書
振
興
協
議
会

久
国
中
野
コ
シ
ズ

発
電
所
を
後
に
中
立
川
の
鳥
居
ケ

資

料

寄

贈

�

 

ヤ
キ
見
学
。
町
道
か
ら
三
五
�
 
登

O
m

っ
た
所
に
樹
齢
二
�
 
年
余
り
、
高
さ

O
O

d

O
m、
周
囲
二
1
三
�
 

が
休
館
日
で
す


の
二
本
の
樹

m

蛇
の
目
ミ
シ
ン

た
ら
い

蔀

久

雄

様

す

ず

め

パ

チ

の

巣

野

上

忠

様

棟

札

小

山

二

三

好

様

鬼

か

わ

ら

鈴

江

全

階

様

橋

本

崇

亘

様

竹

田

貞

美

様

二
�
 

は
つ
り
斧
、

椋

欄

参

倉

瀬

好

吉

様

幹
が
密
着
し
て
あ
た
か
も
鳥
居
の
よ

う
な
形
を
し
て
い
る
の
で
、
い
っ
と

も
な
く
鳥
居
ケ
ヤ
キ
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
勝

浦
町
の
名
所
と
い
わ
れ
な
が
ら
樹
勢

が
衰
弱
し
て
い
る
の
で
蘇
生
の
手
当

が
必
要
で
、
ま
た
町
道
か
ら
現
場
ま

で
は
路
ら
し
き
も
の
も
な
く
険
し
く
・
�
 

.. 

非
常
に
残
念
に
思
い
ま
し
た
。
引
続

き
奥
に
進
み
、
宮
ケ
谷
の
ゴ
ト
ラ

ン
ド
紀
石
灰
岩
(
県
指
定
天
然
記

念
物
)
を
見
学
。
美
し
く
輝
く
う
す

か
ら
竿
、
手
桶

寄
贈
・
寄
託


町
内
外
有
志
の
方
か
ら
沢
山
の
図

書
、
資
料
の
ご
寄
贈

・
ご
寄
託
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
芳
名
を
披
露
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
平
成
三
年
七
月
十
六
日
か
ら
平
成

四
年
七
月
十
日
ま
で
)

庁
図
書
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


ほ

う

ろ

く

日

浦

サ

ツ

キ

様

鬼

か

わ

ら

渡

清

高

様

石
田
悦
子
様
・
笹
山

一洋雅幸芳

金

箔

富

岳

額

近

藤

茂

明

様

佐
藤
タ
メ
ノ
様
・
桂

史香代弘宏
様様 様 様様  

油

さ

し

、

矢

立

て

谷

口

武

様

殿
川
武
男
様
・
玉
置

加
藤
弘
子
様
・
河
内

栗
坂
義
美
様
・
清
水

河

野

操

様

ー
町

外

�

 |


日

下

雅

義

様

・

柳

沢

良

昭

様


越
野
昭
博
様
・
久
米
さ
っ
き
様


大

櫛

静

波

様

・
瀬

戸

公

生

様


樋

口

豊

宏

様

・

田

村

栄

様


園

田

勲

様

・

茶

園

義

男

様


滝

沢

博

様


ー

団

体

横
瀬
財
産
区
他
二
十
二
団
体

半

鐘

、

の

こ

ぎ

り

山

田

昌

男

様

っ

ち

の

こ

津

口

俊

夫

様

民

具

戸

川

隆

雄

様

生
活
必
需
品
、
公
定
価
格
表

岡
本

守
様

d

内
ー

久
子
様
・
新
居

清
高
様

・
松
下

絹
子
様

・
島

全
階
様
・
平
山

長
吉
様

・
大
西

彰
二
様

・
北
内

康
子
様

義
和
様

恵
次
様

麓
様

孝
子
様

明
美
様
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繍


J

R

鰍労
働
者
に
支
払
う
賃
金
を
安
く
抑

え
る
た
め
、
差
別
さ
れ
た
人
々
の
そ

れ
は
一
段
と
低
く
、
差
別
が
利
用
さ

れ
ま
し
た
。
つ
い
に
立
ち
上
が
り
、

家
族
も
力
を
合
わ
せ
て
闘
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
本
県
に
お
け
る
労
働
運
動
の

原
初
形
態
で
あ
り
、
ま
た
部
落
解
放

を
目
指
す
闘
い
で
も
あ
り
、
そ
の
後

の
社
会
運
動
に
大
き
く
影
響
し
ま
し

徳
島
線
で
す
。

た。
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
に
解
放

令
が
出
さ
れ
た
あ
と
も
、
政
府
や
徳

島
県
で
は
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、

何
の
努
力
も
し
な
か
っ
た
だ
け
で
な

く
、
世
間
で
の
新
し
い
差
別
を
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
続
け
て
い
た
の
で
す
。

ま
し
た
。
「
無
理
を
い
う
な
、
お
前

た
ち
よ
り
安
い
給
金
で
働
い
と
る

も
の
も
い
る
ん
だ
ぞ
。
そ
れ
が
不

満
な
ら
や
め
て
も
ら
お
う
か
」
と

い
う
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
に
差

別
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
た
の
で

す
。
差
別
さ
れ
た
人
び
と
は
、
監

督
の
き
び
し
い
命
令
に
も
、
不
満

も
い
わ
ず
に
よ
く
働
い
た
の
で
す

が
、
あ
る
と
き
給
金
の
支
払
い
が

た
い
へ
ん
お
く
れ
ま
し
た
。
ほ
か

の
労
働
者
に
は
支
払
わ
れ
て
い
た

か
ら
た
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
は
く
ら
し
が
な
り
立
た

な
い
と
い
う
の
で
、
つ
い
に
給
金

の
支
払
い
を
求
め
て
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。
家
族
の
み
ん
な
も
力
強

く
こ
の
た
た
か
い
を
助
け
て
い
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
産
業
や
交

通
が
、
大
き
く
発
達
し
は
じ
め
た

明
治
時
代
に
、
で
き
る
だ
け
労
働

者
に
支
払
う
賃
金
を
安
く
抑
え
る

た
め
、
そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て

差
別
さ
れ
た
人
び
と
が
利
用
さ
れ

た
の
で
し
た
。
そ
う
し
て
、
も
っ

と
も
危
険
な
仕
事
や
し
ん
ど
い
仕

事
を
さ
せ
ら
れ
て
、
基
礎
工
事
が

終
わ
る
と
や
め
さ
せ
ら
れ
、
そ
の

あ
と
に
は
じ
ま
る
収
入
の
多
い
仕

事
に
は
決
し
て
や
と
っ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
の
で
す
。

(
平
成
四
年
三
月
八
日
付
・
徳
島

新
聞
・
県
広
報
啓
発
記
事
か
ら
)

幻
世
紀
に

部
落
差
別
を

残
さ
な
い
た
め
に

徳
島
県
の
被
差
別
部
落
史

賃
金
を
抑
え
る
た
め
に
も

差
別
が
利
用
さ
れ
ま
し
た

英語指導助手

ジョシソン・マーク・ベネディクトさん来町
 
あいさつをかわしてください。

また，日常生活において，いろいろと不便を感じ

られているとおもいますので，親切に教えてあげて

ください。

そして，ジョンソン・マーク ・ベネデイクトさんと

コミュニケーションを図りながら，国際感覚を身に

付けましょう。

*ジョンソン・マーク・ベネディクトさん

氏名�  Johnson Mark Benedict 

誕生日� 1970年� 3月7日

出生地 カンタペリー

性別男性

国籍イギリス

学歴 リーデイング大学卒業

趣 味 映 画 ， 演 劇

徳
島
県
で
は
明
治
二
十
九
年
(
一

八
九
六
)
に
徳
島
鉄
道
株
式
会
社

が
つ
く
ら
れ
、
つ
、
ぎ
の
年
の
二
月

に
寺
島
(
徳
島
)
と
鴨
島
の
聞
が

開
通
し
、
そ
の
年
十
二
月
に
は
湯

立
(
山
川
駅
)
ま
で
、
同
三
十
一
年

八
月
に
は
舟
戸
(
川
田
駅
)
ま
で

線
路
が
延
ば
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
の

そ
の
と
き
線
路
や
駅
の
プ
ラ
ッ

そ
の 

3

勝浦町は，国の実施している

外国青年招致事業(自治 ・外務 ・

文部の三省による語学指導や国

際交流を行う事業)の継続によ

って，本年� 8月か ら平成� 5年� 7

月までの� 1年間「英語指導助手・」としてジョンソン・

マーク・ベネデイク卜さん (22歳)を招きました。

ジョンソン ・マー ク ・ベネデイクトさんは� 2学

期から勝浦郡の中学校(月~水曜日は勝浦町，木 ・

金曜日は上勝町)で勤務し，英語担当教諭と共同授

業にあたります。夜間は町内の青年・成人を対象に

毎週水曜日，初級・中級に分かれた英令話教室の講

師として英会話の指導にあたってくれ予予定になっ

ています。西岡の教員住宅で一人で生活しますが，

日本語があまりわかりませんので，出会った時などは，

ト
ホ
ー
ム
を
つ
く
る
基
礎
工
事
に

は
、
沿
線
の
差
別
さ
れ
た
人
び
と

を
た
く
さ
ん
働
か
せ
ま
し
た
。
石

井
駅
の
工
事
が
行
わ
れ
た
と
き
に

は
、
差
別
さ
れ
た
人
た
ち
の
給
金

を
低
く
し
て
、
そ
・れ
以
外
の
労
働

者
の
給
金
を
低
く
抑
え
よ
う
と
し

14 
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付ド

句

朝
日
受
け
全
山
青
し
績
の
恋

月
ヶ
谷
鯉
の
乱
泳
数
知
れ
ず

喜
楽
苑
後
藤
田
泰
五

退
院
を
先
ず
御
先
祖
に
夏
の
朝

病
室
に
活
け
て
華
や
ぐ
繭
の
花

棚

野

幸

山

美

好

緑
に
映
え
育
つ
稲
田
を
生
き
甲
斐
に

勢
定
の
鋲
止
め
聞
く
鴛
の

棚

野

北

島

ア

サ

ノ

岩
蔭
や
水
深
う
し
て
上
り
鮎

雨
降
り
て
水
豊
か
な
り
上
り
鮎

棚

野

谷

新

太

郎

流
燈
の
漂
い
や
が
て
海
へ
向
く

散
る
と
云
う
華
、
ぎ
知
ら
ず
水
中
花

生

名

丸

山

香

月

新
都
庁
富
士
を
隠
し
つ
梅
悶
の
雲

青
田
風
豊
作
祈
り
札
な
び
く

生

名

石

田

与

志

於

国
会
の
牛
歩
列
島
梅
雨
に
入
る

白
ゆ
り
の
み
な
つ
つ
ま
し
く
か
お
る

な

り

生

名

滝

口

松

月

清
水
曳
く
覧
手
水
の
石
叩
く

汗
を
ふ
く
手
抜
畑
の
土
匂
う

沼

江

中

井

清

二
郎

水
す
い
と
離
れ
藻
の
聞
を
と
ぶ
笹

口
開
け
の
鮎
に
タ
鯛
の
膳
囲
む

沼

江

斎

藤

重

子

青
田
風
寝
た
き
り
の
窓
聞
か
れ
し

甘
え
た
き
母
亡
き
母
の
日
を
偲
ぶ

沼

江

駒

津

こ

つ

ゆ

こ
い
の
ぼ
り
家
に
も
出
来
た
男
の
子

A
7

山

大

久

保

幸

栄

青
田
風
畳
の
ぬ
く
み
を
運
び
く
る

.， 
~@.ご

手
話
講
座

石
炭
火
力
発
電
所
見
学

受
講
者
募
集

-

と

き

 

次
の
と
お
り
手
話
講
座
受
講
者
を

9
月
刊
日
附
1
9
月
日
日
幽
�
 

募
集
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る

1
泊
2
日

方
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
(
宮
二
�
 
|
二

-
見
学
先

パ
ス
に
で
竹
原
火
力
発

五

一
一
)
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�
 

0

電
所
(広
島
県
竹
原
市
)を
見
学

.
講
習
時
期
等

-
定
員

・
参
加
費
�
 η
人
�
 (1
市
町

平
成
四
年
十
月
頃

9
人
、
抽
選
で
決
定
)

無
料

週
二
回
の
講
座
を
行
い
、
全
講
座
十

-
対
象

小
松
島
市
、
勝
浦
町
、
那

五
回
で
終
了
予
定
(
時
間
は
、
午
後

賀
川
町
、
鷲
敷
町
、
羽
ノ
浦
町
、

七
時
か
ら
二
時
間
程
度
)

相
生
町
、
由
岐
町
、
日
和
佐
町
に

・

会

場

在
住
の
方

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

.
受
講
資
格

-
申
し
込
み
 

8
月
お
白
川
ま
で
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
理
解
が

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

あ
り
、
手
話
奉
仕
者
と
し
て
活
躍

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し

で
き
る
方

て
県
楠
湾
開
発
室
�
 (干
7
7
0

・
申
込
受
付
期
間

徳
島
市
万
代
町
1
1
1
、
電
話
�
 

平
成
四
年
八
月
末
日
ま
で

(0
8
8
6
1
2
1
1
2
3
2
7
)
へ

・
受
講
料

無
料

消
費
者
大
学
校


学

生

募

集


消
費
者
問
題
に
関
し
、
消
費
者
自


身
の
問
題
対
処
能
力
の
開
発
を
援
助


し
、
将
来
は
地
域
の
消
費
者
活
動
を


推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
的


と
し
て
、
県
で
は
消
費
者
大
学
校
を


設
置
し
て
い
ま
す
。


-
応
募
資
格

満
十
八
歳
以
上
の
男


女
で
、
卒
業
後
は
地
域
の
消
費
者

W

灯
を
消
し
て
畿
を
窓
の
聞
に
呼
ぶ

横

瀬

谷

翠

山

通
う
子
も
と
だ
え
し
峡
の
合
歓
の
花

山
屋
敷
蚊
や
り
を
腰
の
畑
し
ご
と

横

瀬

日

下

智

世

子

浜
風
や
潮
に
乗
り
込
む
初
鰹

水
打
ち
て
風
鈴
ひ
び
き
涼
し
け
り

横

瀬

錦

内

常

党
鐘
の
余
韻
沈
み
し
梅
雨
の
朝

老
鴬
や
雨
の
晴
れ
間
を
細
く
鳴
く

坂

本

美

馬

直

枝

�

 

所

午
後
一
時
か
ら

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
室

五
百
円
(当
日
持
参
)

八
月
二
十
日

自
由
詠

一
首
�
 

(
ハ
ガ
キ
で
)

横

瀬

中

田

ヤ

ス
エ

宮
二
|
四
五
八
三

会

費

出
詠
〆
切

一

提

出

先

当
日
行
事

午
後

一
時
か
ら
車
で

「
詩
の
こ
み
ち
」
見

学

(
鶴
林
寺
方
面
の

み
)
後
研
修
室
に
て

歌
評
及
び
講
話

南
海
歌
人
代
表

松

並

武

夫

先

生

T
E
L

⑧
⑮
⑨
⑧
⑧
⑧


宛
先

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

口
四
五
八
三

八

月

五

日

〆

切

短

歌

一
人

一
首

九

月

五

日

〆

切

川

柳

一
人

一
句

作
品
に
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
と
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
の
添
削
は
い
た
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
よ
く
勉
強
し
て
出
詠
し

て
く
だ
さ
い
。

講※
な
お
、
車
準
備
の
都
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
出
詠
の
ハ
ガ
キ
に
「
詩

の
こ
み
ち
」
参
加
ま
た
は
不
参
加

を
書
き
込
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

町
内
の
方
で
し
た
ら
ど
な
た
で

も
参
加
出
来
ま
す
。

師

場 日
勝� 
.a 

時
耐

九
月
十
二
日
�
 ω

開短
歌

催大

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
意
志
が
あ

る
方

-
募
集
人
員

五
十
名

・

平
成
四
年
九
月
二
十

二
日

ω

受
講
期
間

五
日

ωか
ら
平
成
四
年
十
二
月
十

の
毎
週
火
曜
日

-

授

業

料

無
料

・
募
集
期
間

平
成
四
年
八
月

一
日

ωか
ら
八
月
七
日
幽
ま
で

-
申
込
方
法

学
願
書
を
徳
島
県
消
費
生
活
課
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
内
に
、
入

15 
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...棚野野上紗希ちゃん�  ...棚野原隆二ちゃん

今月の健康 行 事 不明な点は環境衛生課保健婦におたずねください。

日� H翠 内 合'"ヲ 女す 象 者� 受付時間 士碁 所 持参するもの他� 

6 木 健 康 キ目 百炎 一 自主 の 方� 9:30~11 :00 坂本集会所 健康手帳� 

6 木 健 康 本目 ミaきL4kR 自主 の 方� 13 : 30~ 15:00 横瀬集会所 健康手帳� 

20 木 健 康 中目 言炎 一 般 の 方� 9:30~ 11 :00 生名センター 健康手帳� 

20 木 健 康 中目� 9吾日，!4 般 の 方� 13:30~15:00 棚野集会所 健康手帳� 

21 金 星谷愛育班10周年記念式典 自主 の 方� 9:OO~ 星谷集会所� 

26 水 基 本 健 康 圭ロ八ク' 査 自主 の 方� 13 : 30~15:00 勝浦会館 料金~無料
健康手帳� 

27 木 健 康 相 日炎 一 自主 の 方� 9:30~11:00 掛谷集会所 健康手帳� 

27 木 健 康 本目 圭ログ水ミ 一 自主 の 方� 13 : 30~ 15:00 今山公会堂 健康手帳� 

28 金� 1歳� 6か月児健康診査�  
H2.l 2.I ~ H 3.2.28 
までに生まれた子� 

13:30~14:00 勝浦病院
母子手帳
問診票

8月10日は 「健康ハー トの日」

ハ目トビートそれはあなたの健康リズム


心臓病は、お年寄りだけでなく、ビジネス最前線で活躍

する青・壮年層にとつでも無視できない病気です。青 ・壮

年層は、とかく自分の健康を過信し、無とんじゃくになり

がちです。しかも、高度情報化社会のなかでさまざまなス

トレスをかかえでいるため、心臓にはよくない状態が続い

でいるといえます。� 

8月10日は「健康ハートの

目」。習慣病といわれる心臓病

にならないためにも、長期休

暇を� 8月に取り、ハートビー

ト(心臓の鼓動)の定期検診を

受けてみてはいかがでしょうか。

夜間救急当番表� 

8月� 1日 勝浦病院�  2-2555 

8月� 3日 赤岩 医院�  2-2006 

8月� 5日 上勝診療所�  6-0302 

8月� 7日 勝浦病院�  2-2555 

8月⑨ 日 山 西医院�  2-3027 

8月11日 勝浦病院�  2-2555 

8月13日 湯 浅 医 院 �  2-2003 

8月15日 勝 浦 病 院 �  2-2555 

8月17日 赤岩 医院�  2-2006 

8月19日 勝浦病院�  2-2555 

8月21日 上勝 診療所�  6-0302 

8月⑫日 勝 浦病院�  2-2555 

8月25日 山 西医院�  2-3027 

8月27日 日券 浦病 院� 2-2555 

8月29日 湯浅医院�  2-2003 

8月31日 勝浦病院�  2-2555 

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで� 

lG 
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-保健錫1:.より・


く日 射病〉
暑い所で直射日光に長時間さらされ，とくに身体の

疲労が激しく，水分の摂取ができずに炎天下での作業

をした閏におこります。脳の体温を調節する中枢がう

まく働かず.発汗と各臓器への皿流壇加のため.心臓

からの田浦の送リ出しが追いつかなくなった状態です。

症状としては，体がだる

く，頭痛，吐き気，めま

いJ 低凹圧，脈がはやく

なったリ，ひどい時は失

神をしたりします。

処置方法 l意議がはっきりし，
体温があまり上がっていない時

-一刻も早く涼しい場所へ移して横にしましょう。

・衣服をゆるめます。

・7くを飲ませます。J

・むやみに冷やさず，患


者が適当と感じる涼し


さにして休ませましょ


っ。

く熱 射病〉

炎天下でなくても� 非常に暑い空気の換気が悪い所l

で働いたり ，スポーツをしたりしている時に体内の熱

発叡が妨げられておこります。症状は.40度以よの体

温上昇.脈がはやくなる， 瞳孔叡大，意識状態の悪化.

全身けいれんなどが出てきます。

)輔がしっかりせず，処置方法� 
体温が非常に高い時� 

-救命のためには高度の医療が必要です。ただちに救

急車を呼び病院へ行きましょう。

・救急車が来るまで，体

温をチ工ツクしながら

扇風機や冷水で体を冷

やしましょう。呼吸が

停止している時は，人 九』
工呼吸をしましょう。

広が奇麗育の輪 沼江愛育班結成される� P

h
F
祝
辞
を
述
べ
る
山
本
生
名
愛
育 
Mm

ー
自
分
た
ち
の
健
康
は
、
自
分
た
ち

で
守
ろ
う
!
の
気
運
が
沼
江
地
区
に

高
ま
り
、
去
る
六
月
三
十
日
午
後
七

時
か
ら
沼
江
集
会
所
に
わ
い
て
町

内
で
十
三
番
目
の
愛
育
班
の
結
成

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
経
過
を

振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
前
区
長
の

松
下
滋
美
さ
ん
か
ら
「
愛
育
班
を
結

成
し
て
は 
!
」
と
の
引
き
継
、
ぎ
を
受

け
た
松
本
正
己
区
長
さ
ん
が
中
心
と

な
り
、
区
民
が
結
束
し
結
成
に
至
り
ま

し
た
。来
賓
に
は
、早
川
助
役
、
藤
本
小

松
島
保
健
所
次
長
、山
本
町
議
会
議
員

さ
ん
の
出
席
を
得
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
す
で
に
結

成
さ
れ
て
い
る
十
二
村
区
の
班
長
さ
ん 

全
員
が
出
席
さ
れ
代
表
し
て
生
名
愛
育

班
長
山
本
幸
恵
さ
ん
か
ら
「
健
康
相
談

な
ど
住
民
に
よ
ろ
こ
、
ば
れ
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
激

励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
班
長
に

は
、
中
村
幸
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、

「十
三
番
目
と
結
成
は
遅
く
な

っ
た

け
れ
ど
も
、
今
後
区
民
の
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
、
保
健
と
福
祉
に
取
り

組
み
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
力
を

注
ぎ
た
い
」
と
力
強
い
あ
い
さ

つ
を

さ
れ
ま
し
た
。

長 

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

4
沼
江
愛
育
班
役
員
の
皆
さ
ん
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10分でも20分でも早起き。手早く朝の支雇をとと

台
風
が
近
づ
く
と
、
ダ
ム
か

な
か
な
か
起
き
ら
れ
な
い
人
は
、
い
ま
注
目
の
「朝
寝
坊
病
」
?

ら
前
も

っ
て
放
流
を
行
い
ま
す

か
ら
、
雨
が
降
ら
な
く
て
も
ダ

た'

あ
と
叩
分
、
あ
と 
5
分
と
ふ
と
ん
の
中

こ
の
病
気
は
、
睡
眠
と
党
醒
の
リ
ズ
ム

ム
の
下
流
で
は
、
川
の
水
が
増

で
ぐ
ず
ぐ
ず
。
そ
し
て
つ
い
朝
寝
坊
|
|

が
ズ
レ
て
し
ま
い
、
起
き
よ
う
と
い
く
ら

し
て
来
ま
す
。

こ
ん
な
経
験
は
誰
に
で
も
あ
る
は
ず
。
と

努
力
し
て
も
、
体
が
起
き
て
く
れ
な
い
病

天
気
の
よ
い
時
で
も
ダ
ム
の

こ
ろ
が
、
こ
の
朝
寝
坊
が
レ
ッ
キ
と
し
た

気
。
単
な
る
「
怠
け
病
」
と
は
違
い
、
社

上
流
に
悶
が
降
る
と
、
ダ
ム
の

病
気
の
場
合
が
あ
る
の
で
す
。
名
付
け
て

会
の
時
間
帯
と
個
人
の
リ
ズ
ム
が
合
わ
な

のえ、余った時聞をゆったりとした朝食と家族と

下
流
も
川
の
水
か
さ
が
増
し
て

「
朝
寝
坊
病
」
。
睡
眠
・
党
醒
リ
ズ
ム
陣
害

い
た
め
、
本
人
ま
た
は
他
人
が
困
る
状
態

の会話に当てる。こんな朝がうまくいけば、一日

と
い
う
の
が
正
式
な
名
前
で
、
最
近
、
日

に
な
る
場
合
を
指
し
ま
す
。
患
者
は
初
代
、

釆
ま
す
。

が3倍にも4倍にも使えます。

本
睡
眠
学
会
で
も
病
気
と
し
て
報
告
さ
れ

初
代
に
多
く
、
現
在
、
そ
の
数
は
噌
加
中

ダ
ム
か
ら
水
を
流
す
と
き
、

。

で
す
か
ら
注
意
を
。

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
方
法
。 

朝、元気に起きる� 5つのコツ

朝
寝
坊
病
が
増
え
て
い
る
の
は
、
昼
夜

大
き
な
水
を
流
す
と
き

①夜4 初� 時寺問を一ふ、カか‘しをしない。� 30分の幅で就寝H

定に保ち、最低でもワ時問は寝る。� 

を
問
わ
、
ず
人
工
の
光
で
照
ら
し
出
さ
れ
る

O

岸

②目が覚めたら、グスグスしないで体を動かす。 刈� 

よ
う
な
環
境
や
、
夜
型
人
間 

の
増
加
が
、

川
川
駅
/
叩
一
ぞ
川
町 

叩
竺
川
町

問

手を伸ばしてウーンと背伸び。ついでに手を握 寸� 

L 

一~I--芳守

l/'J

~;
③今日一日の中で、楽しいことを思い浮かべる。Xo.¥芳、五't!: 

Jミ/q.;!.}.!
， ，...-言l-;
凡議fA:
プ� I~'.~【 Jl伊 ;-'1

\r-_ 

-'¥L!.

人
間
本
来
の
体
内
時
討
を
狂
わ
し
て
い
る

。
急
に
大
き
な
水
を
流
す
と
き
、

の
が
主
な
原
因
。
タ
イ
プ
と
し
て
は
、
①

サ
イ
レ
ン
を
九
回
鳴
ら
し
ま

'
/
一
、

い 

深
夜
に
な
ら
な
い
と
眠
く
な
ら
な
い
②
毎

す
。

J

t

F

¥

な

い

/
¥
ー
口
/
. 

日
寝
る
時
刻
が
ズ
レ
て
い
く
③
い
つ
眠
く

ダ
ム
か
ら
水
を
流
す
と
き
は
、

M

O

)

川

刊一円

け
れ/

吋「 

¥
'

ゎ
派

な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
の 
3
つ
。
こ
ん

• マリ

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
サ

、、 ド
〆

/

だ

僅

な
状
態
が 
1
か
月
も 
2
か
月
も
続
く
と
き

イ
レ
ン
が
鳴

っ
た
と
き
は
、
急

可

I

こ
積

は、

一
度
、
医
師
に
相
談
を
。

い
で
河
原
か
ら
安
全
な
場
所
に

朝型人間と夜型人間の比較
1
u
h
~

朝型の人 夜型の人

hr
生活が乱れ、うつ病に
なりやすい人が多い

休日のドカ ンと寝だめはずメ。生活リス'ムをこわし

てしまう。穫だめはせいぜい2時間以内に銅える。

H

H

f
J
2
1
3
3
1

f

-hul
史

一

戦
前
、
ま
だ
国
保
が
無
か
っ
た
頃
、

歴

一

一
家
に
重
病
人
が
出
る
と
医
療
費
の

の

一

負
担
が
大
変
で
し
た
。

保

一

ぉ
医
者
さ
ん
に
か
か
る
た
め
に
何

罰
国
一

も
か
も
売
り
払
い
、
つ
い
に
は
貧
乏

し

の
ど
ん
底
に
落
ち
こ
む
、
と
い
う
よ

う
な
家
庭
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
、
こ
う
い
う
悲
惨
な
状
況
を
す
こ
し
で

も
防
ご
う
、
と
い
う
目
的
か
ら
生
れ
た
の
が
国

保
の
制
度
で
す
。

ル
し
て
い
る
自
律
神
経
は
、
プ
ラ
ス
に
働

く
交
感
神
経
と
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
副
交
感

神
経
の
2
つ
の
相
反
す
る
作
用
で
、
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
ま
す
。
畳
間
は

交
感
神
経
の
働
き
が
活
発
で
、
夜
は
反
対

に
副
交
感
神
経
が
活
発
に
な
る
の
が
本
来

の
形
。
し
か
し
、
低
血
圧
の
人
の
多
く
は
、

こ
の
畳
と
夜
の

N

神
経
交
代
劇
μ

が
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
ま
せ
ん
。
朝
に
な

っ
て
も
、

し
か
し
、
低
血
圧
の
人
は
み
ん
な
朝
に

る
と
き
。

弱
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
低
血
圧
で
も
朝

国
民
健
康
保
険
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
昭
和

子
供
た
ち
ゃ
町
外
か
ら
来
た

に
強
い
人
も
い
れ
ば
、
高
血
圧
で
も
朝
に

は
年
で
す
が
、
そ
の
内
容
が
飛
躍
的
に
充
実
し

人
た
ち
に
は
、
お
互
い
に
注
意

弱
い
人
が
い
る
か
ら
で
す
。

た
の
は
戦
後
、
昭
和
初
年
に
国
民
皆
保
険
制
が

し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
朝
に
強
く
な
る
改
造
法
で
す

確
立
さ
れ
て
か
ら
で
す
。
と
り
わ
け
、
昭
和
印
年

※
ダ
ム
か
ら
の
放
流
警
報
に
つ

が
、
要
は
寝
る
時
聞
を
早
め
、
十
分
な
睡

国
保
の
給
付
は
よ
り
一
層
充
実
し
、
今
日
で
は
、

に
高
額
療
養
費
の
制
度
が
導
入
さ
れ
で
以
来
、

眠
を
と
る
よ
う
に
生
活
リ
ズ
ム
を
変
え
る

私
た
ち
の
生
活
は
、
国
保
無
く
し
て
成
り
立
ち

こ
と
、
こ
れ
に
つ
き
ま
す
。
そ
れ
に
、
自

得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
二
一
一

分
は
朝
に
弱
い
と
思
い
込
ま
な
い
こ
と
。 

l
O

る、開くの運動も

気の重いことは、はっきり起き出してから。

④太陽の光を浴びる。窓を開ける、庭に出るな

ど(高照度療法という)。

⑤朝食は必ずとる。胃は人体で一番の~ ，ますけ 。 
， 

刺激を与えてやらないと元気にならない。

¥

、

一

/

上
が
っ
て
下
さ
い
。

朝
が
弱
い
の
は
低
血
圧
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
け

河
原
で
遊
ん
だ
り
、
魚
釣
り

を
し
て
い
る
と
き。 

低
血
圧
の
人
が
朝
に
弱
い
の
は
事
実
の

ま
だ
夜
の
神
経
が
支
配
中
で
、
体
は
目
覚

仕
事
を
し
て
い
る
と
き
。 

よ
う
で
す
。
内
臓
の
働
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー

め
て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

水
泳
、
キ

ャ
ン
プ
を
し
て
い

⑧⑧⑨⑧⑨⑨⑨⑩⑨(せ
 
O O O

F 

宇品 

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

徳
島
県
正
木
ダ
ム
管
理
所

宮 

(O
八
八
五
四
)
五 

]8 

MUS04
テキストボックス
国保と医療費

MUS04
テキストボックス
正木ダムからお知らせ



自
由
早
曾
嬰
也
固


8
月
刊
日
同


平
成
四
年
度
八
月
期
支
払
い
の
福

祉
年
金
を
次
の
と
お
り
お
支
払
い
し

ま
す
の
で
、
印
鑑
と
保
管
証
を
ご
持

参
の
う
え
、
次
の
郵
便
局
で
お
受
け

取
り
下
さ
い
。

な
お
、
今
回
も
十
二
月
期
か
ら
の

金
額
を
打
ち
込
み
ま
す
の
で
、
証
書

を
お
預
か
り
い
た
し
ま
す
。 

じト¥二き|� 8 月� 11 日(火)

「一一生比奈郵便局

※各指定郵便局でお受
勝浦郵 便局

け取り下さい。

坂本郵便 局
「ー ※時聞は午前� 9時から
星谷簡易郵便局

午後� 4時までです。
生名簡易郵便局� 

@と き 8月30日� (日) 午後� 6時集合

(悶天の場合中止:小雨決行) 

。集合場所 ? 

也会場 ?4号
、与 。参加資格 小学生・保育(幼稚)園児

がが� 
‘.:.It.. 
2虫色

注)夜間行事につき，必ず

保護者同伴でお願いします。� ...‘，~ 

'・‘

-
日
時

8
月
ワ
日
幽

8
月
刊
日
倒

8
月
幻
自
倒

8
月
お
日
倒

午
前
日
時
1
午
後
3
時

・
内
容
人
権
・
行
政
・
厚
生
・福
祉

・
場
所
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

ヘ
平
日
で
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
/

/
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
¥

也参加料 1人� 100円

(参加者全員におやつ ジユ¥

ースをさし上げます。 ノ
心� (8) 

号⑤
と
相

※交通事故のないようくれぐれも気をつ

けまし ょう.ゲ� 

ビームライフyし

講習会�  

あなたも撃ってみませんか?

*今月は，� 

8月1日(土) 13時......21時

福祉センター� 3階において練習

コーナーを設けていますので，講

習会の日でな くても教育委員会ま

でご連絡いただければ練習できま

す。

家庭婦人バレーポール教室

及び審判講習会の案内

8月8日(土)� バレーボール教室� 

8月22日(土)� 審判講習会

8月29日(土) バレーボール教室

-時間 午後� 8時から

・場所� 生比奈小学校体育館

東四国国体デモスポ行事

グラウンドコルフ
練習日程

8月� 4 日附� 

8月� 18日(刈

-時間 午後� 7時30分から

・場所 勝浦中学校グラウンド

・備考 練習日が雨天の場合は、

次の火曜日に順延します。

ビームライフル� クラウンドゴルフ
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v-
大
字
三
渓

字
俸
制
側

大
字
沼
江

字
山
路

大
字
沼
江

{子一
大
川

松
鷹

橋
谷

国
道
日
号
等
交
通
規
制

8
月
初
日
自
転
車
口
�
 ド
レ
�
 ス
(相
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
)

第
二
七
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
自 l

l

ぷ[2j

戸
籍
の
窓


6
月
同
日

1
7
月
四
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

亮
ノ
長
女

育
代
¥

由

佳

大
久
保
康
雄
/
長
女

和
美
¥

泉

沙

三
{子
三
渓
字

栗

城

羽

瀬

強

一
(
臼
歳
)

大
字
沼
江
字
西
岡

山
喜

ヨ
シ
ヱ

(η
歳
)

大
字
星
空
子
大
明
神
古
田
フ

ク

ヱ

(
邸
歳
)

大
字
沼
江
字
部
ノ
口

近

藤

艶

子

(
幻
歳
)

善

意
あ
り
が
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

6
月
刊
日

1
7
月
日
日

野

上

光

男

さ

ん

(生
名
)
�
 

大
正
琴
の
会

(横
瀬
)
 

平

尾

智

男

さ

ん

(坂
本
)
 

匿

名

(中
山
)
 

信

政

高

雄

さ

ん

(久
国
)

桑
村

好
男
さ
ん

(星
谷
�
 
)
 

尾

花

清

さ

ん

(生
名
)
 

浜

和
洋
さ
ん

(沼
江
)
 

古

山

磯

之

さ

ん

(沼
江
)
 

匿

名

(横
瀬
)
 

以
す
だ
ち
部

(今
山
)
 

谷

淑

恵

さ

ん

�

 
(中
山
�
 
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�
 

…
勝
浦
会
館
八
月
行
事
�
 …
�
 

3
日
間

藤

教

室
�
 

4
日

ω
着
付
教
室
�
 

5
日

附

生

花
教
室

6
日

附

手

芸

教
室

7
日

幽

習

字

教
室

ロ
日
側

踊
り
教
室

四
日
�
 ω
着
付
教
室

日
日

附

踊

り

教
室

初
日

同

手

芸

教
室

初

日

同

生

花
教
室

女
平
成
四
年
八
月
三
十
日
同

八

幻
日

幽

習

字

教
室
�
 

時
頃
ま
で

μ
日
開

藤

教

室

初
日
刷

踊
り
教
室

幻
日

附

手

芸

教
室

泊
日
刊

藤

教

室

O

小
松
島
市

1
海
部
町

1
小
松
島
市

部
町
を
折
返
し
、
小
松
島
市
内
十

転
車
競
技
大
会
�
 (第
四
八
回
国
民
体

時
1
十
二
時
ゴ
ー
ル
予
定
で
す
。
コ

ー
ス
は
図
示
の
と
お
り
で
す
の
で
、

育
大
会
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
)
ロ
�
 ド

ス
開
催
に
伴
い
、
国
道
五
五
号

l

レ
l

等
で
交
通
規
制
が
次
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
。

当
日
県
南
へ
の
通
行
に
つ
い
て
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
交
通
情
報
及
び
そ
の
他
不

明
な
点
は
、
大
会
実
施
本
部
�
 (

八
五
三
|
二
|
三
八
七
�
 )
ま
た
は
、

O

O

義
博
/
長
男

雅
子
¥

岳

志

隆
佳
/
長
男

午
前
七
時
か
ら
午
後
�
 

瀧
口

大
字
中
角

字
長
田

孝
枝
¥

明

洋

大
字
沼
江

瀧
花

字
折
字

美

咲

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大

字

坂

本

字

宮

平

平

尾

登

�

 (釘
歳
)

大
字
星
谷
字
中
奥

川
口
ト
モ
ヱ

(
泊
歳
)

大
字
沼
江
字
一

楽

演

雄

子

�

 

(
邸
歳
�
 
)

大
字
生
名
字
驚
ヶ
尾

中
津

謙

雄

�

 (
お
歳
)
 

小
松
島
市
内
七
時
三
十
分
ス
タ
ー

通
過
す
る
市
役
所
、
町
役
場
に
お
問

ト
、
羽
ノ
浦
町
、
阿
南
市、

海
南
町
を
通
過
、
海

日
和
佐

秀
樹
/
長
女

順
子
¥

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町、

牟
岐
町、

¥
t
i
l
ll
1
1
1
11
ノ

各
講
座
と
も
午
後
8
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。
�
 (手
芸
教
室
は
午
後
�
 

7
時
却
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
午

後
7
時
間
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い

よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い。� 

37e通情報の問い合わせ
大会実縄本部

宮� 08853(2) 3870 
衝島県警察本部交通管例センヲー

宮� 0886(25) 7761 
小松 島笹 鴨署

宮� 08853(3) 2440 
阿南 署 耳需要

官� 0884(22) 0044 
牟般 書 癖署

官� 08847(2) 1101 

救 その f血不時I~ 点 I!. 大企1! hi本部

官� 08853(2) 3870か� .

通過する市役所、町役崎にお問い合� 

hせ〈正さい.

n・H岡町

f
l
i
l
l
l
i
-
-
¥

校

つ

院

学

行

病

小

'

浦

各

は

勝

・
園

。

'

所

稚

す

し

育

幼

ま

だ

保

び

い

/た

各

及

て

�

 

8月の土曜閉庁日は

次のとおりです

8月 8 日
(第 2土曜日)� 

8月� 22日� 
(第 4土曜日)� 
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